
 ○歯科医師数の需給推計については、主に下記の要素を用いて歯科医師数の需要と供給に分けて推計を実施。 

  特に条件設定が難しい要素については複数のケースを想定し、感度分析にて推計。 

 

 

  

 

 

 

 

 

歯科医師の需給推計に関して【概要】 
＜本WG安藤構成員による資料を踏まえて＞ 

第４回 歯科医師の需給問題に関するワーキンググループ 資
料
２ 平成28年1月29日 

必要歯科医師数 

歯科診療所に従事する 

歯科医師１人１日あたり患者数 

2017年 

（H29年） 

2023年 

（H35年） 

2029年 

（H41年） 

2035年 

（H47年） 

10人 151.0千人 148.7千人 142.0千人 138.7千人 

14.1人 

(H20患者調査、医療施設静態 

 調査に基づく幾何平均値) 

111.1千人 109.4千人 104.7千人 102.3千人 

20人 82.1千人 80.9千人 77.5千人 75.8千人 

25人 68.2千人 67.3千人 64.6千人 63.3千人 

必要歯科医師数【需要】 供給歯科医師数【供給】 

供給歯科医師数 

歯科医師 

国家試験 

合格者数 

2017年 

（H29年） 

2023年 

（H35年） 

2029年 

（H41年） 

2035年 

（H47年） 

1,500人   107.6千人 104.3千人 99.4千人 92.5千人 

2,000人 

(H27歯科医師

国家試験合格

者数） 

 

 108.0千人 

 

107.5千人 

 

105.3千人 

 

101.0千人 

2,500人 108.4千人 110.7千人 111.2千人 109.6千人 

需 要：（１）＋（２） 供 給：（３）＋（４） 

推計に 

用いた 

主な要素 

 

 

（１）歯科診療所に従事する必要歯科医師数（①／②） 

   ①推計患者（受療率及び将来人口等を加味） 

   ②歯科診療所に従事する歯科医師１人１日あたり患者数    

（２）歯科診療所以外に従事する必要歯科医師数 

   ③平成24年歯科医師数【固定値】 

（３）現役の歯科医師数 

   ①性別・年齢階級別歯科医師数（届出率及び稼働 

    率を加味） 

（４）新規参入歯科医師数 

   ②平成27年歯科医師国家試験合格者数【固定値】 

特 徴 ・推計に必要な要素の設定方法が難しく、変動幅が大きい。 ・推計に必要な要素の設定方法が比較的容易。 
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